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　『翔人』から『響～真摯な行動～』へ　『翔人』から『響～真摯な行動～』へ　『翔人』から『響～真摯な行動～』へ
　平成29年６月14日（水）米子コンベンションセンターにおいて、
第42期最後となる例会が開催された。

　まず、竹ノ内会長より「今日という日
を迎えるために活動してきた。青年中央
会は、委員長が期首に比べてどれだけ成
長するかが期待されている。６名の委員
長が１年間の活動を通じて、本日大空へ
飛び立つ瞬間を楽しみにしている。自信
をもって１年間やってきたことを全会
員に伝えて欲しい」「例会後の懇親会で
会員の皆様の笑顔を見るのを楽しみに

やってきた。皆様のおかげで今日という日を迎えることができ
た。１年間ありがとうございました」と挨拶があった。
　続いて、中西会員・安達会員・松島会員・坂本会員の４名の新入
会員へ竹ノ内会長からバッヂが授与された。
　第42期委員会報告では、積善委員会・高井委員長（委員会テー
マ：JUST DO IT.（行動あるのみ））、政治ビジネス委員会・田中委
員長（委員会テーマ：米子市中心市街地再考）、広報委員会・石原委
員長（委員会テーマ：懸け橋～人と人を繋ぐ～）、総務委員会・高塚
委員長（委員会テーマ：本気 ～
はじめの一歩～）、匠委員会・
村田委員長（委員会テーマ：勇
猛果敢～未来への継承～）、翔
女委員会・吉田委員長（委員会
テーマ：男耕女織）の順に委員
会報告が行われた。各副委員
長や委員会メンバーからの熱
いエールに送り出され、活動成
果の報告、苦労や悩み、メンバー
との強い繋がり、思い出話など、
涙あり笑いありとそれぞれの委
員長の個性、委員会への思いが伝
わってくる発表が行われた。
　続いて第43期年度方針発表が
行われた。三輪次年度会長より

「真摯な行動により周囲から支持を得
て、リーダーとして相手の心を響かせる
ことができる人間、相手の思いを受け
とめることができる打てば響く人間で
あって欲しい。当会がお互いに響き響か
せ合う人間の集まりであって欲しい」

「中央会の歴史を継承するためにはビジ
ネスという戦場を勝ち抜かなければな
らない。会員同士が切磋琢磨して経営す
る力を磨いていくことが所属企業、中央会、ひいては地域の発展
に繋がっていく」との想いから、次年度スローガン『響～真摯な行
動～』、テーマ『経営力を磨く』が発表された。そして次年度の５つ
の委員会とそれぞれの委員長と副委員長が発表され、「西部青年
中央会での活動が皆様にとって意義あるものになりますように
全力で努めて参りますので、１年間どうぞよろしくお願い申し上
げます」と挨拶された。
　最後に三輪次年度会長から壇上に登壇した次年度役員の紹介
があり、６月例会は閉会となった。

（記事：高下）

　広報委員会  委員長  石原　効
（石原電気設備  代表）

６月例会を終えて６月例会を終えて
　「翔人」となった６名の委員長に、１年間本気で取り組んできた委員会活動を発表していただきまし
た。委員会メンバーから心のこもったエールで送り出され、緊張しつつも凛とした勇ましい姿で、涙を流
したり笑いがあったり各委員長に個性溢れる発表をしていただき、第42期の活動を会員全員で共有する
ことができました。
　改めて米子コンベンションセンター小ホールは我々、西部中小企業青年中央会の会員にとって聖地で
あることを実感した例会となりました。
　そして第43期三輪会長から次年度スローガン『響～真摯な行動～』、テーマ『経営力を磨く』、そして次
年度の５つの委員会とそれぞれの委員長と副委員長を発表して頂きました。第43期がこれまで以上に素
晴らしい実りある１年間となることを確信させる力強い挨拶をして頂きました。
　私たち各委員長が壇上で委員会発表ができたのも、日頃から地道に活動して支えて下さった会員みな

さまのおかげです。６月例会を無事に終えて次年度のスタートが切れたことを心より感謝いたします。本当にありがとうござい
ました。



第37回 全日本トライアスロン皆生大会選手紹介第37回 全日本トライアスロン皆生大会選手紹介第37回 全日本トライアスロン皆生大会選手紹介

　現役最後のエントリー（当日はOB）となりました。
　40歳ではじめてTSCでチームを組んだ時、土岐先輩に「白石バイク頼む」と言われまし
た。その時は1ｍｍもバイクなど漕いだ事がなかったので、正直焦りました。それから義理
の弟からバイク（今でも同じバイク）を譲り受け、ただただガムシャラに漕ぎ完走したの
をつい昨日の事のように思い出します。
　でも今では土岐先輩には、心から感謝しています。それからリレーでラン、スイムと経
験し、個人で２度も出場させて頂きました。今年は、初心に帰ってリレー（バイクパート）
での参加となります。スイム拝藤先輩から受けたタスキを、ラン土岐先輩へ繋げるよう、
最後まで死ぬ気で頑張ります！死なんけど！

　１年が経つのもあっという間で、今年もトライアスロンが迫って参りました。
　２年連続、５回目の出場はチームTSC西部組の補欠として、土岐OB、拝藤OB、白石会
員の熱烈サポーターをさせていただきます。
　今年のチームは、皆さんが経験者という事で、万が一といった心配もありませんので、
よりベストな状態を維持できるようサポートさせていただこうと思います。
　応援よろしくお願いします。

　全日本トライアスロン皆生大会。全国から猛者が集うこの大会が今年もやって来た。こ
れまでは大会運営を支えてきたが、今年はついに選手としてエントリーした。チーム名は

「大山の中心で愛を叫ぶ」。メンバーは会の内外から集まった精鋭。スイム担当の大櫃さ
ん（エフォーツ）、バイク担当の三嶋さん（エフォーツ）、ラン担当の私、そしてスーパーサ
ブの内田和也会員である。自分自身、昨年のフルマラソンでは4時間切りをしたが、今年
の鳥取マラソンでは６時間の制限時間ギリギリであった。何よりもこの大会のキツい所
は真夏の暑い中を走る所である。それに向けてエアコンを切って車に乗っている。もし米
子付近を汗ダラダラ垂らしながら運転している私を見ても、どうかそういう目で暖かく
見守っていただきたい。最後に選手はボランティアや沿道の皆さまの支援・声援を支えに
闘っています。今年は選手としてお世話になります！！

　梅雨明けが待たれる今日このごろですが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。いよいよ
あの季節が近づいてまいりました。そう全国高等学校野球選手権鳥取大会です。今年もど
らドラパーク米子市民球場で開催されます。ひたむきに頑張る高校球児の姿にはいつも
勇気と感動を与えられます。ぜひ皆さん７月15日～ 26日は球場で観戦して下さい。皆さ
んのよく知っている子が出るかもしれません。そしてもう一つ、皆生トライアスロン大会
です。今まで16回ボランティアとして参加して来ましたが、今年はなんと補欠としての
参加が決定しました。スタンド応援からやっとベンチ入りできた気分ですが、選手交代が
無いことを祈ります。夢の舞台へかけ上がれ！

白石  博昭 会員（しらいし設計室 代表）

秋里  武信 会員（水道屋あきさと 代表）

上村  卓弘 会員（ダイニチ技研㈱ 代表取締役）

内田  和也 会員（㈲内田重機 代表取締役）



　この度、第37期ご卒会の浅中雅
彦ＯＢがいらっしゃる㈱山陰合同
銀行根雨支店にお伺いしました。
とても優しい物腰で、終始和やか
な雰囲気で取材させていただきま
した。
　中央会生活一番の思い出は第
36期に輝委員会の委員長をした
こと、担当例会だった新年例会で
精一杯練習し完成度の高いよさこ
いを披露することができ全員での
達成感を感じ嬉しかったとのこと
です。ただその後の新年例会の出
し物で凝ったものをするのが通例

となってしまい、後輩には申し訳ないとおっしゃっていました。
　「中央会の良い所は、色んな職種の方がいること。ＯＢとの繋
がりがしっかりしていることで偉大な諸先輩方とでも気楽に会
話ができ、そこで仲良くなることもできる大変魅力的な会であ
る。しかし一番の魅力は一生ものの友達が作れること。同じ年度
に卒会したメンバーで42会を作り、卒会して５年経つ今でも月
に１回集まり飲み会をしている。この集まりで飲むのが一番気
軽で楽しい」と話された笑顔がとても印象的でした。
　後輩への一言は「中央会生活を通して友達を作ってほし
い！！」とご自身の経験を交えメッセージを頂きました。
　大変ご多忙の中、取材を快く引き受けて頂きました浅中ＯＢ
ありがとうございました。

（記事：新井）

【問】浅中OBが委員長を務められた第36期のスローガンは？

〜答えはＨＰにて〜

ＯＢ訪問ＯＢ訪問 株式会社山陰合同銀行 根雨支店

浅中雅彦ＯＢ（第37期ご卒会）を訪ねて

中央会 Ｑ ＆ Ａ

各部長の意気込み各部長の意気込み各部長の意気込み

　第37回全日本
トライアスロン皆
生大会TSC AS部
長をさせて頂きま
す橋本です。中央
会に入会してから
AS部一筋でやっ
てきました。その

経験を生かし、参加選手を全力でサポート
し、「もう一度立ち寄りたい」「TSC AS最
高！！」と言っていただけるようなASの
運営を行っていきたいと思います。
　また、ASは参加選手に最も近く、選手
達の熱い想いを肌身に感じることのでき
る最高の場であります。当日は、会員はも
ちろんのこと、ボランティアに参加される
皆様にとっても、この熱い想いを身近に感
じ、思い出に残る最高の大会になるよう、
AS部員一丸となって頑張っていきたいと
思います。

　 昨 年 に 引 き 続
き、第37回全日本
トライアスロン皆
生大会のマラソン
部長を拝命いたし
ました高塚です。
抱負ですか…、部
長 最 後 の 年 な の

で、第37回大会も使命感をもって活動し
て参ります。部長最後の年とは関係ござい
ませんが、マラソン部は伝統であります

「やるときにはやる。楽しむときにはとこ
とん楽しむ」をテーマに、メリハリのある
活動をしてまいります。会員の皆さんも、
ぜひぜひマラソン部の活動事業にご参加
ください。お待ちしております。そして次
代のマラソン部の柱になる若手会員にも、
思いを伝承していきたいと考えておりま
す。ボラ部、AS部とも仲良く心を響かせ
あい、ALL中央会で暑い大会を熱く楽し
く活動していきましょう！

　 昨 年 に 引 き 続
き、ボランティア
部長をさせていた
だ き ま す 角 田 で
す。
　中央会生活も終
盤になっている時
期 で は あ り ま す

が、職務を次に伝える使命もあるために、
もう一仕事という気持ちです。
　昨年同様に、事故のないトライアスロン
であればいいと願うばかりですが、万一の
際に、どう対応できるのかを考えていかな
ければなりません。大会当日までの時間は
僅かとなってしまいました。その中、部員
一丸で準備を行い、当日を迎えたいと思っ
ております。
　合わせてAS部、マラソン部の皆様にも
ご支援いただければ幸いです。
　皆様に気持ちよくボランティア活動を
していただき、大会当日には選手と共に感
動を味わいたいと思います。皆様の御協力
の程よろしくお願い致します。

ＡＳ部長　橋本 真和
（美保テクノス㈱　基礎技術事業部長）

マラソン部長　高塚 康治
（㈱富士オートメーション　常務取締役）

ボランティア部長　角田 昭生
（東亜ソフトウェア㈱　マネージャー）

第37回 全日本トライアスロン皆生大会開催に向けて第37回 全日本トライアスロン皆生大会開催に向けて

平成29年度通常総会・卒会式に向けて 第42期 総務委員会  委員長  高塚 康治
（㈱富士オートメーション　常務取締役）平成29年度通常総会・卒会式に向けて

　第42期総務委員会は、「本気」を委員会テーマとし活動して参りました。その最後の事業であります、総
会卒会式です。総会を粛々と開催し、第42期竹ノ内年度の事業報告、第43期三輪年度の事業計画、そして
各種表彰を企画しております。会員の皆さんと一年間を振り返り、新たな思いで第43期へ繋げていただき
たいと考えております。そして９名の卒会者の先輩方の晴れ舞台です。卒会式では、長年中央会にご尽力
されました先輩方を、感謝の気持ちを本気で込めて、晴れやかに送りたいと思います。現役会員の皆さん、
最後までよろしくお願いいたします。そして、ご卒会される先輩方、当日はわれわれ後輩に、現役生活最
後のご教授を…、よろしくお願いいたします。



　第42号雄飛から始まり今期最後となるハンサム341号
まで計12回に及ぶ広報誌を発行できたのも、快く協力し
てくださったＯＢ会員の皆様 、現役会員のおかげだと感
謝しております。翔人を目指し走らせてきた筆をここで
置きたいと思います。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　 （広報委員会 委員長  石原　効）

編集後記

７月役員会報告

　平成29年７月３日（月）米子全日空ホテルにて開催されま
した。
　当日の主な内容は下記のとおりです。
　・６月例会報告の件
　・平成29年度鳥取県中小企業青年中央会　通常総会・懇親
　 会開催の件
　・新旧会員拡大プロジェクトの件
　・平成29年度鳥取県西部中小企業青年中央会　総会・卒会
　  式及び懇親会開催の件
　・８月例会開催の件
　詳細については各委員長にご確認下さい。

平成29年度総会・卒会式及び懇親会案内

と　き：平成29年7月13日（木）18：00〜21：30 　
ところ：米子全日空ホテル　琥珀鳥の間、飛鳥の間
内　容：総会・卒会式
　　　　懇親会
担　当：総会・卒会式  第42期  総務委員会
　　　　懇親会  第43期  総務・広報委員会

　いよいよ42期最後のハンサムとなりました！広報委
員会の皆様、１年間の発行お疲れ様でした！振り返ると
2015年12月29日、41期松田会長にお返事をさせてもらい、
そこから少しずつですが42期の歩みが始まっていました。
時には追い風。時には逆風。ですが、期中の事業 ・すべ
ての事が、普通の日々を送っていては体験できない内容
でした。きっとこれからの人生でこんな日々は２度と訪
れることのない１年であったと思いますし、この経験が
なければ様々な考え方は変わっていなかったと思います。
　そして、最終例会で６名の委員長が翔人となりました！
その姿は勇ましく雄大な姿でした！６名の委員長・会員の
皆様！感謝！

第42期会長　竹ノ内賢一郎

翔人になるために
～ de Japón～
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〈コメント〉この度入会させて頂きました㈱LABOの中西悠介と
申します。中央会の中で色々な事を学んで自分自身成長していき
たいと思います。
　今後とも宜しくお願いいたします。

（
政
治
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
）

H29.06（H28年度）入会

（推薦者） 田中（猛）
 権田（和）

中
なか

　西
にし

　悠
ゆう

　介
すけ

 Ｂ型 
㈱LABO 工事部 次長

解体工事、ダイヤモンド穿孔、各種アンカー施工、土木工事

〒683-0002 米子市皆生新田2-13-6

ＴＥＬ 30-3316　ＦＡＸ 30-3317

（KT）090-3637-1967 

（EM）yskmtgrmd@gmail.com  

 S55.11生

〈コメント〉この度、入会させて頂きました㈲大成商事の松島広
幸と申します。右も左も分からない状態で諸先輩方にご迷惑をお
かけする事もあると思いますが、一つ一つ勉強させて頂き、自分
自身成長できたらと思いますので宜しくお願い致します。

（
翔
女
委
員
会
）

H29.06（H28年度）入会

（推薦者） 奥森（秀）
 内田（和）

松
まつ

　島
しま

　広
ひろ

　幸
ゆき

 Ａ型 
㈲大成商事 取締役部長

産業廃棄物中間処理業・解体工事業

〒683-0851 米子市夜見町3088番地

ＴＥＬ 24-1001　ＦＡＸ 24-1320

（KT）080-1938-0234 

（EM）matsushima@taisei-shoji.co.jp 

  Ｓ53.03生

〈コメント〉㈱ライトスタッフの岡田です。会社では制作を主に
しておりましたが、この春よりお客様と直接お話をする営業とし
ての役割も担い、緊張と努力の毎日です。成長できるよう邁進し
ていきますのでよろしくお願いします。

（
総
務
委
員
会
）

H29.06（H28年度）入会

（推薦者） 小川（敦）
 秋里（武）

岡
おか

　田
だ

　英
ひで

　憲
のり

 Ａ型 
㈱ライトスタッフ 取締役

広告代理業

〒683-0853 米子市両三柳214

ＴＥＬ 37-3360　ＦＡＸ 31-5506

（KT）090-7593-9487  

（EM）okada@right-s.net  

Ｓ52.06生

〈コメント〉この度入会させていただきました株式会社カミナリ
安達大貴と申します。
　諸先輩方に比べ、人生経験、社会経験ともにまだまだ未熟です
が１日でも早く皆様のお力になれるよう精進いたしますので、よ
ろしくお願い致します。

（
政
治
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
）

H29.06（H28年度）入会

（推薦者） 田中（猛）
 濵田（修）

安
あ

　達
だち

　大
だい

　貴
き

 Ｂ型 
㈱カミナリ チーフ

広告代理店、webサイト制作、飲食店事業

〒683-0804 米子市米原6-1-14

ＴＥＬ 31-3548　ＦＡＸ 21-7548

（KT）080-3883-9084  

（EM）adachi@kaminariman.jp  

Ｓ63.06生

〈コメント〉皆様はじめまして。エムケイ開発㈱の坂本です。
　学生時代は野球部に所属していました。野球部で鍛えた根性
で、一日も早くみなさまのお力になれますよう、活動に精一杯取
り組みますので、ご指導宜しくお願いします！

（
積
善
委
員
会
）

H29.06（H28年度）入会

（推薦者） 松田（幸）
 山内（正）

坂
 さか

　本
もと

　　　剛
つよし

 Ａ型 
エムケイ開発㈱ 食品事業部青果部 部長

青果小売・卸売

〒689-4215 西伯郡伯耆町大内桝水高原1069-50

ＴＥＬ 62-7577　ＦＡＸ 62-7578

（KT）080-4052-3278  

（EM）yaoya@masumizu.net  

Ｓ53.06生

平成29年度通常総会懇親会に向けて 第43期 総務・広報委員会  委員長  木嶋 康之
（㈱ D・I・P）平成29年度通常総会懇親会に向けて

　いよいよ43期最初の事業が行われます。43期の船出を来賓、ＯＢ会員の皆様をお招きし盛大に開催し
たいと考えております。
　また、毎年恒例となるトライアスロン壮行会では、気合の入った素晴らしいエールを送るべく、森下団
長率いる応援団と新入会員が日々練習を重ねています。
　私自身皆様からパワーをもらい、43期の大事なスタートを総務・広報委員会メンバーを中心とした会
員全員で迎えたいと思いますので、皆様ご協力よろしくお願い致します。


